
第 73 回

監
修
：
山
下
武
志
先
生

や
ま
し
た
・
た
け
し

公
益
財
団
法
人
心
臓
血
管
研
究
所
附
属
病

院
名
誉
所
長
。
東
京
大
学
医
学
部
第
二
内

科
、
大
阪
大
学
医
学
部
第
二
薬
理
学
、
東

京
大
学
医
学
部
循
環
器
内
科
助
手
な
ど

を
経
て
、
2
0
0
0
年
か
ら
心
臓
血
管
研

究
所
第
三
研
究
部
部
長
、
同
研
究
所
所
長
、

附
属
病
院
院
長
を
経
て
現
職
。
不
整
脈
、

心
臓
電
気
生
理
学
の
第
一
人
者
。

―
―
ど
ん
な
病
気
で
す
か
？

心
筋（
心
臓
を
構
成
す
る
筋

肉
）に
血
液
を
送
る
冠
動
脈
が

閉
塞
し
、
血
流
が
途
絶
え
る
こ

と
で
、
心
臓
が
酸
素
不
足
に
陥

る
病
気
で
す
。

心
臓
は
全
身
に
血
液
を
送
り

出
す
ポ
ン
プ
の
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
血
液
に
よ
っ
て
、
酸

素
や
栄
養
が
体
の
す
み
ず
み
ま

で
行
き
渡
り
ま
す
。
ま
た
血
液

に
は
、
不
要
に
な
っ
た
も
の

（
二
酸
化
炭
素
な
ど
）を
回
収

心
筋
梗
塞
と
は

す
る
役
割
も
あ
り
ま
す
。
心
臓

は
１
日
に
10
万
回
以
上
も
収
縮

と
弛
緩
を
繰
り
返
し
、
運
ば
れ

る
血
液
量
は
１
日
に
な
ん
と
８

０
０
０
リ
ッ
ト
ル
。
２
リ
ッ
ト

ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
４
０
０
０

本
に
も
な
り
ま
す
。

ポ
ン
プ
を
動
か
し
つ
づ
け
る

に
は
、
心
臓
も
大
量
の
血
液

（
酸
素
や
栄
養
）を
必
要
と
し

ま
す
。
左

ひ
だ
り

前ぜ
ん

下か

行こ
う

枝し

、
左
ひ
だ
り

回か
い

旋せ
ん

枝し

、
右う

冠か
ん

動ど
う

脈み
ゃ
くと

い
う
3
つ
の

冠
動
脈
が
心
臓
の
周
囲
を
取
り

巻
い
て
い
て
、
こ
の
３
本
の
太

い
血
管
を
通
っ
て
心
筋
に
血
液

が
流
れ
込
ん
で
い
ま
す（
図
１
）。

こ
れ
ら
の
冠
動
脈
が
血
の
か

た
ま
り（
血
栓
）に
よ
っ
て
閉

塞
す
る
と
、
心
筋
に
血
液
が
回

ら
ず
、
酸
素
不
足
と
な
っ
て
壊

死
し
て
し
ま
い
ま
す（
図
２
）。

心
筋
梗
塞
は
、
発
症
後
の
経

過
時
間
に
よ
っ
て
、
呼
び
名
が

変
わ
り
ま
す
が（
＊
１
）、
と
く

に
発
症
後
72
時
間
以
内
の
も
の

を
急
性
心
筋
梗
塞
と
言
い
ま
す
。

急
性
心
筋
梗
塞
は
、
即
座
に
治

療
し
な
い
と
命
に
関
わ
り
ま
す
。

日
本
で
は
年
間
約
４
万
人
が
死

亡
し
、
年
間
約
６
万
９
０
０
０

人
が
入
院
し
て
い
ま
す（
日
本

循
環
器
学
会
調
べ
）。

―
―
急
性
心
筋
梗
塞
に
な
る
と
、

ど
ん
な
症
状
が
？

突
然
、
と
て
つ
も
な
く
強
い

胸
痛
が
生
じ
ま
す
。
動
け
な
く

な
る
ほ
ど
の
激
痛
や
胸
の
中
央

部
か
ら
胸
全
体
に
か
け
て
締
め

つ
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
で
す
。

冷
や
汗
が
出
た
り
、
吐
き
気
や

嘔
吐
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

心
筋
梗
塞
で
は
な
か
っ
た
と
し

て
も
、
な
ん
ら
か
の
重
篤
な
異

変
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
高

い
で
す
。

●
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
強
い
胸
痛

●
病
院
に
行
こ
う
と
し
て
も
痛

み
で
動
け
な
い

―
―
救
急
車
到
着
ま
で
に
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

胸
全
体
に
激
痛
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
心
筋
が
ど
ん
ど
ん

壊
死
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
壊
死
し
た
心
筋
は
二
度
と

回
復
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

心
筋
の
壊
死
を
い
か
に
防
ぐ
か
、

い
か
に
最
小
限
に
抑
え
る
か
、

時
間
と
の
勝
負
で
す
。

意
識
が
な
い
場
合
に
は
一
刻

も
早
く
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）

（
＊
２
）を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
ポ

ン
プ
機
能
を
代
替
し
、
心
筋
や

脳
へ
の
血
流
を
確
保
す
る
の
で

す
。「
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
場
で
正
し
い
方
法

を
調
べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
胸
を
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
押
す
こ
と
が
重
要
で
す（
１

分
間
に
１
０
０
～
１
２
０
回
）。

近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
＊
３
）が
あ
れ

ば
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
疾
患
が
あ
る
方
が
周
囲

に
い
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
習

得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

―
―
搬
送
後
、
ど
の
よ
う
な
処

置
が
？

即
座
に
診
断
し
ま
す
。
採
血

に
よ
る
心
筋
マ
ー
カ
ー
の
有
無

（
心
筋
の
壊
死
の
範
囲
を
把
握
）、

心
電
図
や
状
態
の
目
視
な
ど
に

よ
り
急
性
心
筋
梗
塞
と
確
定
さ

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
治
療
を
行
な

い
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
、
治
療
方
法
は
大
き
く
２
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Ⓐ
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
心
筋
梗
塞（
貫か

ん

壁へ
き
性せ
い
心
筋
梗
塞
）

心
臓
壁
の
す
べ
て
の
層（
＊

４
）
に
壊
死
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
状
態
で
す（
心
電
図
の
波
形

の
Ｓ
Ｔ
部
分
［
＊
５
］
が
上
昇
）。

早
急
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ（
経
皮
的
冠
動

脈
イ
ン
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）（
＊
６
）

で
血
流
を
回
復
さ
せ
ま
す
。
バ

ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル（
先
端
に

風
船
の
つ
い
た
管
）を
、
足
の

付
け
根
や
手
首
な
ど
か
ら
冠
動

脈
に
挿
入
し
、
血
管
を
再
開
通

さ
せ
る
手
術
で
す
。
再
び
血
栓

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
ス
テ
ン

ト（
や
わ
ら
か
い
金
属
製
の
チ

ュ
ー
ブ
）を
血
管
内
に
留
め
置

き
ま
す
。

Ⓑ
非
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
心
筋
梗
塞

壊
死
が
心
臓
壁
の
内
側（
心

内
膜
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

状
態
で
す（
心
電
図
で
Ｓ
Ｔ
部

分
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
な
い
）。

こ
の
場
合
は
、
様
子
を
見
な
が

ら
治
療
法
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
早
期
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ

を
行
な
い
ま
す
が
、
数
日
後
に

行
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
Ｐ
Ｃ
Ｉ
後
は
、
ど
の
よ
う

な
治
療
を
行
な
い
ま
す
か
？

薬
物
療
法
を
行
な
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
再
発

を
防
ぐ
こ
と
。
梗
塞
は
別
の
箇

所
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
留
置
し
た
ス
テ
ン
ト
に

血
栓
が
生
じ
て
、
血
管
を
閉

塞
さ
せ
る（
ス
テ
ン
ト
血
栓
症
）

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
で
、
血
栓
が

で
き
る
の
を
予
防
し
ま
す（
表

１
❶
）。
そ
れ
と
同
時
に
、
心
筋

梗
塞
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
疾

患
の
治
療
も
行
な
い
ま
す
。

―
―
リ
ス
ク
と
な
る
疾
患
と
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

脂
質
異
常
症（
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）、
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
で
す
。
こ
れ
ら
は
心
筋
梗
塞

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
す
か
ら
で
す
。
動
脈
硬

化
と
は
、
本
来
や
わ
ら
か
い
動

脈（
血
液
を
心
臓
か
ら
全
身
へ

送
り
出
す
血
管
）が
硬
く
な
っ

て
、
も
ろ
く
な
っ
た
状
態
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
血
管
の

内
壁
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
付
着
し
や
す
く
、
プ
ラ
ー
ク

（
＊
７
）が
た
ま
っ
て
血
管
が
狭

く
な
っ
た
り
、
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
た
め
、
薬
物
療
法

を
行
な
い
ま
す（
表
１
❷
❸
❹
❺
）。

も
う
一
つ
気
を
つ
け
た
い
リ

ス
ク
に
「
心
臓
の
リ
モ
デ
リ
ン

グ（
再
構
築
）」
が
あ
り
ま
す
。

図１：心臓と冠動脈の関係

心
筋
梗
塞
を
含
む
心
疾
患
は
、
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
日
本
人
の
死
因
第
２
位
で
す
。
と
く
に
急

性
心
筋
梗
塞
で
は
、
発
作
の
瞬
間
に
亡
く
な
る
方
が
24
％
も
。
し
か
し
、
3
人
に
2
人
は
前
兆
が

あ
り
ま
す
。
前
兆
に
気
づ
い
て
予
防
す
る
こ
と
で
、
発
症
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
筋
梗
塞

の
予
防
法
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
心
臓
血
管
研
究
所
附
属
病
院
名
誉
所
長
の
山
下
武
志
先
生
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

最
新

心
筋
梗
塞
の
　
　治
療

＊１　発症後72時間から１か月未満のものを亜急性心筋梗塞、発症後１か月以上経過したものを陳旧性心筋梗塞と呼ぶ。
後者は一般的には、緊急治療を終えて安定した状態を意味するが、症状がないまま古傷のような陳旧性心筋梗塞がみつかる人もいる。
＊２　Cardiopulmonary Resuscitation。心肺蘇生法の手順はhttps://www.med.or.jp/99/cpr.html参照。

心
筋
梗
塞
の
治
療

左前下行枝

左回旋枝右冠動脈

図２：狭心症と心筋梗塞の違い

狭心症 心筋梗塞

プラークがたまる

血管が狭いが、かろうじて血液が流れている。 血管が完全に閉塞し、血流が止まる。

血液の流れ

赤血球

プラークが弾け、
そこに血小板など
が集まり、血栓が
できる

9 8vol.73 2023 2023 vol.73

＊３　自動体外式除細動器。心臓に電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための機械。音声などで使い方を教えてくれる。
＊４　心臓壁は、内側の心内膜、真ん中の心筋層、外側の心外膜からなる。
＊５　心電図の波形（P波・QRS波・T波・U波からなる）のQRS波の終わりからＴ波の始まりまでの部分。正常な心臓では、ST部分は平坦である。
＊６　Percutaneous Coronary Intervention
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薬
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や
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の
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血
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に
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不
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に
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の
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、
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に
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ま
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で
は
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人
が
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亡
し
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年
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約
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人
が
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院
し
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い
ま
す（
日
本

循
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器
学
会
調
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）。

―
―
急
性
心
筋
梗
塞
に
な
る
と
、

ど
ん
な
症
状
が
？

突
然
、
と
て
つ
も
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く
強
い

胸
痛
が
生
じ
ま
す
。
動
け
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な
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ほ
ど
の
激
痛
や
胸
の
中
央

部
か
ら
胸
全
体
に
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締
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け
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な
痛
み
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す
。

冷
や
汗
が
出
た
り
、
吐
き
気
や

嘔
吐
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

次
の
よ
う
な
場
合
は
、
迷
わ

ず
に
救
急
車
を
呼
び
ま
し
ょ
う
。

心
筋
梗
塞
で
は
な
か
っ
た
と
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て
も
、
な
ん
ら
か
の
重
篤
な
異

変
が
起
き
て
い
る
可
能
性
が
高

い
で
す
。

●
今
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と
が

な
い
ほ
ど
の
強
い
胸
痛

●
病
院
に
行
こ
う
と
し
て
も
痛

み
で
動
け
な
い

―
―
救
急
車
到
着
ま
で
に
で
き

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

胸
全
体
に
激
痛
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
心
筋
が
ど
ん
ど
ん

壊
死
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
壊
死
し
た
心
筋
は
二
度
と

回
復
し
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、

心
筋
の
壊
死
を
い
か
に
防
ぐ
か
、

い
か
に
最
小
限
に
抑
え
る
か
、

時
間
と
の
勝
負
で
す
。

意
識
が
な
い
場
合
に
は
一
刻

も
早
く
Ｃ
Ｐ
Ｒ（
心
肺
蘇
生
法
）

（
＊
２
）を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
が
果
た
せ
な
く
な
っ
た
ポ

ン
プ
機
能
を
代
替
し
、
心
筋
や

脳
へ
の
血
流
を
確
保
す
る
の
で

す
。「
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」

と
い
う
方
も
い
る
か
と
思
い
ま

す
が
、
そ
の
場
で
正
し
い
方
法

を
調
べ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

と
に
か
く
、
胸
を
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
押
す
こ
と
が
重
要
で
す（
１

分
間
に
１
０
０
～
１
２
０
回
）。

近
く
に
Ａ
Ｅ
Ｄ（
＊
３
）が
あ
れ

ば
使
っ
て
く
だ
さ
い
。

心
臓
疾
患
が
あ
る
方
が
周
囲

に
い
る
場
合
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｒ
を
習

得
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

―
―
搬
送
後
、
ど
の
よ
う
な
処

置
が
？

即
座
に
診
断
し
ま
す
。
採
血

に
よ
る
心
筋
マ
ー
カ
ー
の
有
無

（
心
筋
の
壊
死
の
範
囲
を
把
握
）、

心
電
図
や
状
態
の
目
視
な
ど
に

よ
り
急
性
心
筋
梗
塞
と
確
定
さ

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
治
療
を
行
な

い
ま
す
。

心
筋
梗
塞
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
、
治
療
方
法
は
大
き
く
２
つ

に
分
け
ら
れ
ま
す
。

Ⓐ
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
心
筋
梗
塞（
貫か

ん

壁へ
き

性せ
い

心
筋
梗
塞
）

心
臓
壁
の
す
べ
て
の
層（
＊

４
）
に
壊
死
が
ひ
ろ
が
っ
て
い

る
状
態
で
す（
心
電
図
の
波
形

の
Ｓ
Ｔ
部
分
［
＊
５
］
が
上
昇
）。

早
急
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ（
経
皮
的
冠
動

脈
イ
ン
タ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）（
＊
６
）

で
血
流
を
回
復
さ
せ
ま
す
。
バ

ル
ー
ン
カ
テ
ー
テ
ル（
先
端
に

風
船
の
つ
い
た
管
）を
、
足
の

付
け
根
や
手
首
な
ど
か
ら
冠
動

脈
に
挿
入
し
、
血
管
を
再
開
通

さ
せ
る
手
術
で
す
。
再
び
血
栓

が
詰
ま
ら
な
い
よ
う
に
ス
テ
ン

ト（
や
わ
ら
か
い
金
属
製
の
チ

ュ
ー
ブ
）を
血
管
内
に
留
め
置

き
ま
す
。

Ⓑ
非
Ｓ
Ｔ
上
昇
型
心
筋
梗
塞

壊
死
が
心
臓
壁
の
内
側（
心

内
膜
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

状
態
で
す（
心
電
図
で
Ｓ
Ｔ
部

分
の
上
昇
が
認
め
ら
れ
な
い
）。

こ
の
場
合
は
、
様
子
を
見
な
が

ら
治
療
法
を
決
め
て
い
き
ま
す
。

多
く
の
場
合
は
早
期
に
Ｐ
Ｃ
Ｉ

を
行
な
い
ま
す
が
、
数
日
後
に

行
な
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
Ｐ
Ｃ
Ｉ
後
は
、
ど
の
よ
う

な
治
療
を
行
な
い
ま
す
か
？

薬
物
療
法
を
行
な
い
ま
す
。

何
よ
り
も
大
事
な
の
は
、
再
発

を
防
ぐ
こ
と
。
梗
塞
は
別
の
箇

所
で
起
こ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
留
置
し
た
ス
テ
ン
ト
に

血
栓
が
生
じ
て
、
血
管
を
閉

塞
さ
せ
る（
ス
テ
ン
ト
血
栓
症
）

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
血
液
を
サ

ラ
サ
ラ
に
す
る
薬
で
、
血
栓
が

で
き
る
の
を
予
防
し
ま
す（
表

１
❶
）。
そ
れ
と
同
時
に
、
心
筋

梗
塞
の
リ
ス
ク
要
因
と
な
る
疾

患
の
治
療
も
行
な
い
ま
す
。

―
―
リ
ス
ク
と
な
る
疾
患
と
は

ど
ん
な
も
の
で
す
か
？

脂
質
異
常
症（
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
）、
高
血
圧
症
、
糖
尿

病
で
す
。
こ
れ
ら
は
心
筋
梗
塞

の
原
因
と
な
る
動
脈
硬
化
を
引

き
起
こ
す
か
ら
で
す
。
動
脈
硬

化
と
は
、
本
来
や
わ
ら
か
い
動

脈（
血
液
を
心
臓
か
ら
全
身
へ

送
り
出
す
血
管
）が
硬
く
な
っ

て
、
も
ろ
く
な
っ
た
状
態
の
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
血
管
の

内
壁
に
は
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル

が
付
着
し
や
す
く
、
プ
ラ
ー
ク

（
＊
７
）が
た
ま
っ
て
血
管
が
狭

く
な
っ
た
り
、
血
栓
が
で
き
や

す
く
な
り
ま
す
。
こ
の
リ
ス
ク

を
軽
減
す
る
た
め
、
薬
物
療
法

を
行
な
い
ま
す（
表
１
❷
❸
❹
❺
）。

も
う
一
つ
気
を
つ
け
た
い
リ

ス
ク
に
「
心
臓
の
リ
モ
デ
リ
ン

グ（
再
構
築
）」
が
あ
り
ま
す
。

図１：心臓と冠動脈の関係

心
筋
梗
塞
を
含
む
心
疾
患
は
、
命
に
か
か
わ
り
ま
す
。
日
本
人
の
死
因
第
２
位
で
す
。
と
く
に
急

性
心
筋
梗
塞
で
は
、
発
作
の
瞬
間
に
亡
く
な
る
方
が
24
％
も
。
し
か
し
、
3
人
に
2
人
は
前
兆
が

あ
り
ま
す
。
前
兆
に
気
づ
い
て
予
防
す
る
こ
と
で
、
発
症
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
ま
す
。
心
筋
梗
塞

の
予
防
法
や
治
療
法
に
つ
い
て
、
心
臓
血
管
研
究
所
附
属
病
院
名
誉
所
長
の
山
下
武
志
先
生
に
お

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

最
新

心
筋
梗
塞
の

治
療

＊１　発症後72時間から１か月未満のものを亜急性心筋梗塞、発症後１か月以上経過したものを陳旧性心筋梗塞と呼ぶ。
後者は一般的には、緊急治療を終えて安定した状態を意味するが、症状がないまま古傷のような陳旧性心筋梗塞がみつかる人もいる。
＊２　Cardiopulmonary Resuscitation。心肺蘇生法の手順はhttps://www.med.or.jp/99/cpr.html参照。

心
筋
梗
塞
の
治
療

左前下行枝

左回旋枝右冠動脈

図２：狭心症と心筋梗塞の違い

狭心症 心筋梗塞

プラークがたまる

血管が狭いが、かろうじて血液が流れている。 血管が完全に閉塞し、血流が止まる。

血液の流れ

赤血球

プラークが弾け、
そこに血小板など
が集まり、血栓が
できる

9 8vol.73 2023 2023 vol.73

＊３　自動体外式除細動器。心臓に電気ショックを与え、正常なリズムに戻すための機械。音声などで使い方を教えてくれる。
＊４　心臓壁は、内側の心内膜、真ん中の心筋層、外側の心外膜からなる。
＊５　心電図の波形（P波・QRS波・T波・U波からなる）のQRS波の終わりからＴ波の始まりまでの部分。正常な心臓では、ST部分は平坦である。
＊６　Percutaneous Coronary Intervention
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読者の質問に、
山下先生が答えます！

「心筋梗塞の症状が出にくい人もいると聞きました。
どんな場合ですか？」【K・Aさん　岡山県岡山市】

Ｑ

　高齢者（75歳以上）や糖尿病のある方は、 心筋
梗塞の発作が起こっても症状を感じないことがありま
す。高齢者の場合は、加齢によって身体症状の変化を
感じる機能が衰えていることが一因です。また、糖尿
病の合併症で心臓の神経に障害がある場合は、脳に痛
みを伝えられず、症状に気づかないことがあります（無
痛性心筋梗塞）。該当する方々は、日頃から自分の身
体症状（血圧や脈拍、血糖値など）をチェックし、な
るべく記録しておきましょう。日頃の状態を、家族にも
把握してもらっておくと、「いつもより元気がない」「吐
き気がある」「冷や汗が出ている」などといった変化に
気づいてもらえるので、安心です。

山下先生の回答Ａ

浴
時
な
ど
）を
進
め
ま
す
。
病

院
内
で
の
歩
行
が
可
能
に
な
れ

ば
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
検
査
技
師
な
ど
が
チ
ー

ム
を
作
っ
て
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
き
ま

す
。
食
事
療
法
、
禁
煙
な
ど
の

生
活
改
善
指
導
、
服
薬
指
導
な

ど
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。
運
動

療
法
に
つ
い
て
は
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
も
と
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
、
階
段
昇

降
な
ど
か
ら
始
め
て
、
徐
々
に

筋
ト
レ
な
ど
を
行
な
い
、
退
院

後
に
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
準
備
し
ま
す
。

退
院
後
も
入
院
中
と
同
じ
よ

う
に
、
運
動
療
法
や
食
事
療
法

を
続
け
ま
す
。
ど
ん
な
運
動
を

ど
の
程
度
行
な
う
か
に
は
、
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。
身
体
機
能

調
査
や
運
動
負
荷
後
の
心
電
図

検
査
な
ど
を
も
と
に
、
決
め
て

い
き
ま
す
。
生
活
の
中
で
、
で

き
れ
ば
避
け
た
い
動
作（
た
と

え
ば
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な

ど
）に
つ
い
て
も
注
意
を
受
け

ま
す
。
発
作
が
起
こ
っ
た
こ
と

に
よ
る
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
う

え
で
、
徐
々
に
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

―
―
心
筋
梗
塞
発
作
を
防
ぐ
に

は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
？

多
く
の
場
合
、
心
筋
梗
塞
の

前
兆
と
し
て
狭
心
症
が
あ
り
ま

す
。
狭
心
症
も
冠
動
脈
に
血
栓

が
詰
ま
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す

が
、
血
管
は
完
全
に
は
閉
塞
し

て
い
ま
せ
ん
。
血
液
は
か
ろ

う
じ
て
流
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

こ
の
狭
心
症
を
放
置
す
る
と
、

心
筋
梗
塞
に
な
る
確
率
が
高
ま

り
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
は
狭
心
症
が
疑
わ

れ
る
の
で
、
循
環
器
内
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
数
分
～
10
分
程
度
で
完
全
に

消
失
す
る
胸
の
痛
み
、
圧
迫
感
、

締
め
つ
け
ら
れ
る
感
じ
、
胸
や

け
な
ど
が
あ
る（
腕
・
肩
・
歯
・

あ
ご
が
痛
む
こ
と
も
）

❷
①
を
繰
り
返
す

❸
歩
行
中
や
階
段
の
昇
り
降
り

で
①
が
出
や
す
い
／
悪
化
す
る

―
―
日
常
生
活
で
は
、な
に
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
生
活
を
す

る
。
こ
れ
が
第
一
歩
で
す
。

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
に
加
え
て
、
生
活
習

慣
の
乱
れ（
暴
飲
暴
食
、
喫
煙
、

運
動
不
足
）や
ス
ト
レ
ス
が
動

脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

健
康
診
断
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た

段
階
で
、
生
活
改
善
を
行
な
う

の
が
い
ち
ば
ん
の
予
防
で
す
。

ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症

と
い
っ
た
冠
動
脈
疾
患
に
は
、

遺
伝
的
な
要
因
も
あ
り
ま
す
。

発
症
し
た
親
族（
男
性
55
歳
未

満
、
女
性
65
歳
未
満
）が
い
る

場
合
、
遺
伝
的
な
リ
ス
ク
が
高

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
家
族
性
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症（
＊
8
）の
方
は
、

か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、
投
薬

を
含
む
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
管

理
が
必
要
で
す
。

―
―
動
脈
硬
化
か
ど
う
か
を
調

べ
る
に
は
？

Ａ
Ｂ
Ｉ（
足
関
節
上
腕
血
圧

比
）や
頸
動
脈
エ
コ
ー
（
＊
9
）

で
診
断
し
ま
す
。
精
密
検
査
が

必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
冠
動

脈
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
本
循
環
器
学
会
で
は
、
心

筋
梗
塞
の
前
兆
を
見
逃
さ
ず
、

速
や
か
に
医
療
に
つ
な
げ
る

た
め
に
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ

Ｍ
Ｉ

（
心
筋
梗
塞
）
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す（
＊

10
）。
ま
た
、
日
本
動
脈
硬
化

学
会
で
は
、
10
年
以
内
の
心
筋

梗
塞
発
症
確
率
を
計
算
で
き
る

予
測
ア
プ
リ（
＊
11
）を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

よ
く
「
突
然
、
心
筋
梗
塞
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
が
、
体
は
か
な
り
前
か
ら
危

険
信
号
を
発
し
て
い
ま
す
。
と

く
に
50
代
以
降
の
方
々
は
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
で
き
る
こ

と
か
ら
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い

け
ば
、
冠
動
脈
疾
患
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
リ
ス
ク

を
遠
ざ
け
ら
れ
ま
す
。

薬
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
糖
尿
病
の
方
が

心
不
全
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

血
糖
値
を
下
げ
る
と
同
時
に
心

不
全
の
悪
化
を
防
ぐ
薬（
Ｓ
Ｇ

Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
）が
有
効
で
す
。

ま
た
高
血
圧
症
で
、
し
か
も

心
筋
が
衰
え
て
い
る
方
に
新
薬

（
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体

ネ
プ
リ
ラ
イ
シ
ン
阻
害
薬
）が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

血
圧
を
下
げ
る
、
心
筋
を
守
る

と
い
う
２
つ
の
作
用
が
期
待
で

き
ま
す
。

薬
の
多
様
化
に
よ
り
、
個
々

の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
た

治
療
薬
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る

進
化
を
期
待
し
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

―
―
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
な
る
に
は
？

治
療
後
は
、
全
身
状
態
に
応

じ
て
、
少
し
ず
つ
ベ
ッ
ド
か
ら

起
き
上
が
る
練
習（
食
事
や
入

心
筋
梗
塞
後
の
心
臓
は
、
壊

死
を
ま
ぬ
か
れ
た
心
筋
だ
け
で

全
身
に
血
液
を
送
る
た
め
、
大

変
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
、
残
さ
れ
た
健
康
な
部
位

が
肥
大
し
た
り
、
全
体
構
造
が

変
化
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を

心
臓
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
と
呼
び

ま
す
。
リ
モ
デ
リ
ン
グ
が
進
む

と
、
心
不
全（
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
低
下
し
て
、
全
身
に
十

分
な
血
液
を
送
れ
な
く
な
る
状

態
）な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
こ
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
を

防
ぐ
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
、

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体

拮
抗
薬
、
β
遮
断
薬
な
ど
を
使

用
し
ま
す（
場
合
に
よ
っ
て
は

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
ネ

プ
リ
ラ
イ
シ
ン
阻
害
薬
を
追
加

す
る
こ
と
も
）。

―
―
近
年
、薬
物
療
法
が
大
き

く
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、心
筋

梗
塞
の
治
療
薬
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
？

単
剤
で
複
数
の
疾
患
に
効
く

心
筋
梗
塞
後
の
生
活

心
筋
梗
塞
の
予
防

グリベンクラミドなど
メトホルミン塩酸塩など
シタグリプチンリン酸塩水和物など
ピオグリタゾン塩酸塩など
カナグリフロジン水和物など
リラグルチドなど

一般名薬のタイプ

クロピドグレル硫酸塩など
プラスグレル塩酸塩

P2Y12阻害薬

エゼチミブ
アトルバスタチンカルシウム水和物
エボロクマブ

小腸コレステロールトランスポーター阻害薬
スタチン類
PCSK9阻害薬

サクビトリルバルサルタンナトリウム
水和物

アンジオテンシン受容体ネプリライシン阻害薬

スルホニルウレア
ビグアナイト薬
DPP-4阻害薬
PPARγ阻害薬（チアゾリジン薬）
SGLT2阻害薬
GLP-1受容体作動薬

表１：心筋梗塞の薬物治療（予防的治療も含む）

アスピリン
クロピドグレル硫酸塩

3〜6か月　アスピリン＋P2Y12阻害薬（抗血
小板薬）。上記期間後はP2Y12阻害薬のみ

❶
PCI後の
ステント血栓症予防

❹
高血圧症

❺
糖尿病

❷
動脈の血栓症予防

❸
脂質異常症
（高コレステロール）
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＊7　脂肪などが沈着してできるかたまり。それにより血管壁が盛り上がる。
＊8　生まれつきLDLコレステロールが上昇してしまう病気。若いときから動脈硬化が進み、血管が細くなったり詰まったりする。
＊9　首に超音波を当てて、頸動脈の血管壁の厚さやプラークの状態を調べる検査。動脈硬化の進行程度を判定する。
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読者の質問に、
山下先生が答えます！

「心筋梗塞の症状が出にくい人もいると聞きました。
どんな場合ですか？」【K・Aさん　岡山県岡山市】

Ｑ

　高齢者（75歳以上）や糖尿病のある方は、 心筋
梗塞の発作が起こっても症状を感じないことがありま
す。高齢者の場合は、加齢によって身体症状の変化を
感じる機能が衰えていることが一因です。また、糖尿
病の合併症で心臓の神経に障害がある場合は、脳に痛
みを伝えられず、症状に気づかないことがあります（無
痛性心筋梗塞）。該当する方々は、日頃から自分の身
体症状（血圧や脈拍、血糖値など）をチェックし、な
るべく記録しておきましょう。日頃の状態を、家族にも
把握してもらっておくと、「いつもより元気がない」「吐
き気がある」「冷や汗が出ている」などといった変化に
気づいてもらえるので、安心です。

山下先生の回答Ａ

浴
時
な
ど
）を
進
め
ま
す
。
病

院
内
で
の
歩
行
が
可
能
に
な
れ

ば
、
医
師
、
看
護
師
、
理
学
療

法
士
、
検
査
技
師
な
ど
が
チ
ー

ム
を
作
っ
て
心
臓
リ
ハ
ビ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
を
行
な
っ
て
い
き
ま

す
。
食
事
療
法
、
禁
煙
な
ど
の

生
活
改
善
指
導
、
服
薬
指
導
な

ど
も
受
け
て
く
だ
さ
い
。
運
動

療
法
に
つ
い
て
は
専
門
ス
タ
ッ

フ
の
指
導
の
も
と
に
、
ス
ト
レ

ッ
チ
や
有
酸
素
運
動
、
階
段
昇

降
な
ど
か
ら
始
め
て
、
徐
々
に

筋
ト
レ
な
ど
を
行
な
い
、
退
院

後
に
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
準
備
し
ま
す
。

退
院
後
も
入
院
中
と
同
じ
よ

う
に
、
運
動
療
法
や
食
事
療
法

を
続
け
ま
す
。
ど
ん
な
運
動
を

ど
の
程
度
行
な
う
か
に
は
、
個

人
差
が
あ
り
ま
す
。
身
体
機
能

調
査
や
運
動
負
荷
後
の
心
電
図

検
査
な
ど
を
も
と
に
、
決
め
て

い
き
ま
す
。
生
活
の
中
で
、
で

き
れ
ば
避
け
た
い
動
作（
た
と

え
ば
、
布
団
の
上
げ
下
ろ
し
な

ど
）に
つ
い
て
も
注
意
を
受
け

ま
す
。
発
作
が
起
こ
っ
た
こ
と

に
よ
る
リ
ス
ク
を
理
解
し
た
う

え
で
、
徐
々
に
日
常
生
活
を
取

り
戻
し
ま
し
ょ
う
。

―
―
心
筋
梗
塞
発
作
を
防
ぐ
に

は
、ど
う
す
れ
ば
い
い
？

多
く
の
場
合
、
心
筋
梗
塞
の

前
兆
と
し
て
狭
心
症
が
あ
り
ま

す
。
狭
心
症
も
冠
動
脈
に
血
栓

が
詰
ま
る
こ
と
で
起
こ
り
ま
す

が
、
血
管
は
完
全
に
は
閉
塞
し

て
い
ま
せ
ん
。
血
液
は
か
ろ

う
じ
て
流
れ
て
い
ま
す（
図
２
）。

こ
の
狭
心
症
を
放
置
す
る
と
、

心
筋
梗
塞
に
な
る
確
率
が
高
ま

り
ま
す
。
以
下
の
よ
う
な
症
状

が
あ
る
場
合
は
狭
心
症
が
疑
わ

れ
る
の
で
、
循
環
器
内
科
を
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
数
分
～
10
分
程
度
で
完
全
に

消
失
す
る
胸
の
痛
み
、
圧
迫
感
、

締
め
つ
け
ら
れ
る
感
じ
、
胸
や

け
な
ど
が
あ
る（
腕
・
肩
・
歯
・

あ
ご
が
痛
む
こ
と
も
）

❷
①
を
繰
り
返
す

❸
歩
行
中
や
階
段
の
昇
り
降
り

で
①
が
出
や
す
い
／
悪
化
す
る

―
―
日
常
生
活
で
は
、な
に
に

気
を
つ
け
れ
ば
よ
い
で
す
か
？

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
生
活
を
す

る
。
こ
れ
が
第
一
歩
で
す
。

脂
質
異
常
症
、
高
血
圧
症
、

糖
尿
病
に
加
え
て
、
生
活
習

慣
の
乱
れ（
暴
飲
暴
食
、
喫
煙
、

運
動
不
足
）や
ス
ト
レ
ス
が
動

脈
硬
化
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

健
康
診
断
な
ど
で
指
摘
さ
れ
た

段
階
で
、
生
活
改
善
を
行
な
う

の
が
い
ち
ば
ん
の
予
防
で
す
。

ま
た
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症

と
い
っ
た
冠
動
脈
疾
患
に
は
、

遺
伝
的
な
要
因
も
あ
り
ま
す
。

発
症
し
た
親
族（
男
性
55
歳
未

満
、
女
性
65
歳
未
満
）が
い
る

場
合
、
遺
伝
的
な
リ
ス
ク
が
高

い
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

と
く
に
、
家
族
性
高
コ
レ
ス

テ
ロ
ー
ル
血
症（
＊
8
）の
方
は
、

か
な
り
早
い
段
階
か
ら
、
投
薬

を
含
む
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
管

理
が
必
要
で
す
。

―
―
動
脈
硬
化
か
ど
う
か
を
調

べ
る
に
は
？

Ａ
Ｂ
Ｉ（
足
関
節
上
腕
血
圧

比
）や
頸
動
脈
エ
コ
ー
（
＊
9
）

で
診
断
し
ま
す
。
精
密
検
査
が

必
要
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
冠
動

脈
Ｃ
Ｔ
な
ど
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

日
本
循
環
器
学
会
で
は
、
心

筋
梗
塞
の
前
兆
を
見
逃
さ
ず
、

速
や
か
に
医
療
に
つ
な
げ
る

た
め
に
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
　
Ｍ
Ｉ

（
心
筋
梗
塞
）　
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
を
行
な
っ
て
い
ま
す（
＊

10
）。
ま
た
、
日
本
動
脈
硬
化

学
会
で
は
、
10
年
以
内
の
心
筋

梗
塞
発
症
確
率
を
計
算
で
き
る

予
測
ア
プ
リ（
＊
11
）を
公
開
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
チ
ェ
ッ
ク
し

て
く
だ
さ
い
。

よ
く
「
突
然
、
心
筋
梗
塞
に

な
っ
た
」
と
い
う
声
を
聞
き
ま

す
が
、
体
は
か
な
り
前
か
ら
危

険
信
号
を
発
し
て
い
ま
す
。
と

く
に
50
代
以
降
の
方
々
は
、
生

活
習
慣
を
見
直
し
、
で
き
る
こ

と
か
ら
少
し
ず
つ
改
善
し
て
い

け
ば
、
冠
動
脈
疾
患
は
も
ち
ろ

ん
、
あ
ら
ゆ
る
病
気
の
リ
ス
ク

を
遠
ざ
け
ら
れ
ま
す
。

薬
が
登
場
し
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
糖
尿
病
の
方
が

心
不
全
を
起
こ
し
た
場
合
は
、

血
糖
値
を
下
げ
る
と
同
時
に
心

不
全
の
悪
化
を
防
ぐ
薬（
Ｓ
Ｇ

Ｌ
Ｔ
２
阻
害
薬
）が
有
効
で
す
。

ま
た
高
血
圧
症
で
、
し
か
も

心
筋
が
衰
え
て
い
る
方
に
新
薬

（
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体

ネ
プ
リ
ラ
イ
シ
ン
阻
害
薬
）が

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

血
圧
を
下
げ
る
、
心
筋
を
守
る

と
い
う
２
つ
の
作
用
が
期
待
で

き
ま
す
。

薬
の
多
様
化
に
よ
り
、
個
々

の
患
者
さ
ん
の
状
態
に
合
っ
た

治
療
薬
を
選
べ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
後
も
、
さ
ら
な
る

進
化
を
期
待
し
て
い
い
と
思
い

ま
す
。

―
―
日
常
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
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る
に
は
？
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療
後
は
、
全
身
状
態
に
応

じ
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、
少
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ず
つ
ベ
ッ
ド
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ら
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き
上
が
る
練
習（
食
事
や
入

心
筋
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塞
後
の
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臓
は
、
壊

死
を
ま
ぬ
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た
心
筋
だ
け
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全
身
に
血
液
を
送
る
た
め
、
大

変
な
負
担
が
か
か
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
負
担
に
耐
え
ら
れ
る

よ
う
、
残
さ
れ
た
健
康
な
部
位

が
肥
大
し
た
り
、
全
体
構
造
が

変
化
し
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
を

心
臓
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
と
呼
び

ま
す
。
リ
モ
デ
リ
ン
グ
が
進
む

と
、
心
不
全（
心
臓
の
ポ
ン
プ

機
能
が
低
下
し
て
、
全
身
に
十

分
な
血
液
を
送
れ
な
く
な
る
状

態
）な
ど
の
リ
ス
ク
が
高
ま
り

ま
す
。
こ
の
リ
モ
デ
リ
ン
グ
を

防
ぐ
た
め
に
、
Ａ
Ｃ
Ｅ
阻
害
薬
、

ア
ン
ギ
オ
テ
ン
シ
ン
Ⅱ
受
容
体

拮
抗
薬
、
β
遮
断
薬
な
ど
を
使

用
し
ま
す（
場
合
に
よ
っ
て
は

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
受
容
体
ネ

プ
リ
ラ
イ
シ
ン
阻
害
薬
を
追
加

す
る
こ
と
も
）。

―
―
近
年
、薬
物
療
法
が
大
き

く
進
歩
し
て
い
ま
す
が
、心
筋

梗
塞
の
治
療
薬
に
つ
い
て
は
ど

う
で
す
か
？
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表１：心筋梗塞の薬物治療（予防的治療も含む）

アスピリン
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